
技術 3 ― 1 

学 習 の 指 針（シラバス） 

 

教科名 技 術 実施学年 ３年 週時数 １時間 

 

１ 学習の目標等 

   

   学習の目標 

    

 エネルギ－変換に関する基礎的・基本的な知識及び技能を習得させ

るとともに、エネルギ－変換に関する技術が社会や環境に果たす役割

と影響について理解を深め、それらを適切に評価し活用する能力と態

度を育成する。 

使用教科書・副教材等   「技術・家庭 技術分野」開隆堂、デジタルエコキューブ 

 

２ (1)学習計画及び評価方法等＜6 月 1 日現在＞ （カッコ内は後期履修の場合） 

月 学習内容 学習のねらい 実習 評価 

６月 

(１０月) 

 

 

 

６月 

(１１月) 

 

 

７月 

(１２月) 

 

 

７月 

(１月) 

 

 

９月 

（２月） 

 

 

 

 

・わたしたちの生

活とエネルギー

変換 

 

 

・電気エネルギー

の利用 

 

 

・動力の利用 

 

 

 

・エネルギー変換

の実際 

 

 

・製作品の構想と

設計・製作 

 

 

 

 

・エネルギー資源やエネルギ

ー変換のしくみを理解させる

とともに、エネルギー変換に

関する技術が果たす役割と影

響について関心を持たせる。 

・電源の種類や特徴、電気エ

ネルギー変換して利用するた

めのしくみや変換方法を理解

させる。 

・動力伝達のしくみや効率に

ついての知識を身につけさせ

る。 

 

・機器の点検すべき箇所を見

付け、保守点検と事故の防止

ができる。 

 

・エネルギー変換を利用し

た製作品の構想をまとめ、

目的にあった製作品を製作

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

デジタルエ

コキューブ

の製作 

・エネルギー変換に関す

る技術が果たす役割と

影響についての問題に

目を向け、その解決方法

を考えることができる。 

・社会で利用されている

電源の種類や特徴につ

いての知識を身に付け

ている。 

・動力を効率よく伝える

しくみを知り、それぞれ

の特徴を理解すること

ができる。 

・漏電，感電，過熱及び

短絡による事故を防止

できる。 

 

・省エネルギーや使用者

の安全などに配慮して

設計・製作しようとした

り、新しい発想を生み出

し活用しようとしたり

している。 



技術 3 ― 2 

１０月 

(３月) 

・エネルギー変換

に関する技術の

評価・活用 

・持続可能な社会をめざす

ために、これまで学んだエ

ネルギー変換に関する技術

を評価し、活用しようとす

る。 

・持続可能な社会を達成

するために、学習したこ

とを活かし、エネルギー

変換に関する技術をど

のように利用していけ

ばよいか、適切な方法を

決定している。 

 

３．評価について 

（１）評価の観点及び内容・評価材料 

 評価の観点及び内容 評価材料 

生活や技術への

関心・意欲・態度 

エネルギー変換に関する技術に関

わる倫理観を身につけ、知的財産

を創造・活用しようとしている。 

 ワークシートへの記述 

☆授業での実習の態度 

生活を工夫し創

造する能力 

よりよい社会を築くために、エネ

ルギー変換に関する技術を適切に

評価し活用しようとしている。 

☆授業で作成した作品への工夫 

生活の技能 製作品の組立て・調整や点検がで

きる。 

☆授業で作成した作品の制作技能 

生活や技術につ

いての知識・理解 

組立てや調整に必要な工具や機器

の適切な使用方法についての知識

を身に付けている。 

  

定期テスト 

☆印の項目は、授業を欠席した場合評価に含めることができない場合があります。 

 

 

（２）観点別評価からの評定の算出の仕方 

 A=２点、B=１点、C=０点として４つの観点別評価を合計し、下の表に照らして評定を算

出します。 

評定 観点別評価の合計 

５ １２点 

４ １０～１１点 

３ ７～９点 

２ ５～６点 

１ ４点 

 


